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次号予告「光周波数コムを用いた新しい分光・形状計測」

巻頭言
光周波数コムの応用展開へ  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥小林洋平
解　説
高分解能・高精度な光コム分光法とその応用  ‥大久保章
広帯域中赤外領域における光周波数コムとデュアル 
コム分光  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥吉井一倫

デュアルコム分光技術の空間次元への展開 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥浅原彰文ほか

デュアルコム・サニャック干渉計を用いた高精度な 
表面弾性波の計測  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥渡邉紳一

低コヒーレンス光周波数コムを用いた機能的形状計測 
システム  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥塩田達俊

フォーカス
光コム形状計測による産業課題への取り組み 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥森本康友ほか
光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
53巻 3号「応用の広がるフォトニック結晶レーザー」
53巻 4号「光学の美容皮膚科学への活用」
53巻 5号「社会実装が加速する深紫外光技術」
53巻 6号「2023年日本の光学研究」
53巻 7号「プラズモニクスの基礎科学と新展開」 

//編集後記 //

　本号では，錯視に関する特集を組ませていただきまし
た．錯視と聞くと，デザインやエンターテインメントと
して楽しむものと思う読者が多いかもしれません．しか
し，錯視の研究は，私たちがものを見る仕組みを明らか
にする重要な研究であり，その知見はディスプレイでの
情報提示技術や画像処理技術，情報圧縮技術にも利用で
きます．パラパラ漫画を思い浮かべてみてください．一
枚一枚の絵は静止画ですが，適当な時間間隔でめくって
やれば，物理的には静止している絵の中のキャラクター
が動画のように動いて見えるはずです．これは人が外界
の情報をそのまま見ているのではなく，解釈しながら見
ている，知覚しているために起こります．錯視の研究を
通じて，私たちの見る仕組みがわかればそれを利用し
て，効率よく情報の特徴を表現，誇張，弱めたりするこ
とができます．本号では錯視の基礎となる考え方から錯
視の応用まで，執筆者の方々に最新の錯視研究の知見に
ついて解説いただきました．専門性の高い内容も含まれ
ますが，錯視図形を見て，体験するだけでも楽しめるよ
うな内容にもなっています．本特集によって読者の皆様
の新しい研究展開の一助になればと願っております．
　最後に，ご多用中にもかかわらず解説をご執筆くださ
いました著者の皆様，ならびに編集局，編集委員の皆様
に厚く御礼申し上げます． （瀬谷，齋藤）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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